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国際コロタイプ写真コンペティション《HARIBAN AWARD》開催 

 

ガラス板を使うことから、日本では「玻璃版（はりばん）」と呼ばれる写真プリント技法のひとつ「コ

ロタイプ」。便利堂コロタイプ工房は、明治 38 年の工房開設以来、1 世紀以上にわたってこの技法を継

承してきました。現在では、カラーコロタイプができる工房は世界でも便利堂だけになりました。職人

の手作業による大変手間暇のかかる技法ですが、最新のデジタル技法が日進月歩する時代であるからこ

そ、人の手による確かな風合いが求められ、再び見直されつつあると感じています。その伝統と文化を

次の世代に伝えるために、国際写真コンペティション「HARIBAN AWARD 2014」を開催します。「HARIBAN 

AWARD」プロジェクトは、広く世界からコロタイプで作品を作ってみたい写真家やクリエイターにエン

トリーしてもらい、最優秀者は工房のある京都に招待され、滞在しながら自分の思い描くプリント、あ

るいは新たな発見となるプリントを職人と共に作り上げるという、便利堂コロタイプ工房でしか味わえ

ない体験ができます。 

 

   

 

■ コロタイプ Collotypeとは？ 

コロタイプは、写真草創期の 19 世紀中頃に多彩に存在した写真プリント技法のひとつ。当時の写真

プリントは画像の保存性が低く、次第に退色変色する欠点があり、それを補うために顔料を用いるさま

ざまなプリント方法が考案されましたが、そのなかで確立された技法のひとつがコロタイプです。深い

シャードーからハイライトにかけての滑らかな階調をもつモノクロ表現、独特の温かみをもつカラー表

現、顔料を使うため可能となる自在な色表現など、コロタイプしか持ちえない、多くの表現力がありま

す。 

 

■ 審査員 

Simon Baker／U.K. 

英国国立美術館テートモダン 写真･国際美術部門チーフキュレーター 

多田亞生 ／Japan 

岩波書店 元美術書編集部 美術書編集長  

多摩美術大学 美術学部 グラフィックデザイン学科 非常勤講師 

便利堂 取締役 顧問 



太田菜穂子/Japan 

L’art de Rosanjin  (パリ・ギメ美術館 2013 / 京都国立近代美術館 2015) コミッショナー  

東京画 Tokyo Scapes by 100 photographers コミッショナー 

RAIEC – Mt. ROKKO ART INITIATIVE for EDUCATION & COMMUNICATION コミッティーメンバー  

Gallery 916 アソシエイツ・キュレーター 

株式会社クレー・インク 代表取締役 CEO 

Ito Tsuyoshi／Ｕ.Ｓ.Ａ.  

写真センター「Project Basho」ディレクター 

 

■ 募集要項 

・応募受付期間：2014年 4 月 15日－6月 30日 

・対象：日本を含む全世界 

・資格：不問（プロ・アマを問わず）。作品 12点提出 

・参加費用：5000円 

・最優秀賞（1名）：主催者の経費負担（渡航費、滞在費）にて 2週間の京都滞在。この期間中、工房に

て職人とのコラボレートでコロタイププリント 8作品を制作。制作したプリントは主催者から受賞者に

寄贈されます。また、受賞（最優秀賞および審査員特別賞）作品を収録した公式カタログ（作品集）を

贈呈します 

・応募内容：モノクロ写真（デジタル、アナログ問わず） 

・審査方法：画像データによる第 1次および第 2次審査を行う。 

・展示会期：2015年京都グラフィー開催中 2015年 4月中旬－5月中旬 

・展示場所：便利堂コロタイプギャラリー（予定） 

主催：便利堂 共催：KYOTOGRAPHIE 後援：京都市、一般社団法人 匠文化機構  

 

■ お問い合わせ先 

HARIBAN AWARD 2014 事務局 

〒604-0093 

京都市中京区新町通竹屋町下ル弁財天町 302番地 

便利堂内 

075－231－4351 

E-mail : info@haribanaward.org 

公式ホームページ http://bit.ly/hariban14 

ツイッター @haribanaward 

フェイスブック Hariban Award 






